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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 10,256 2.9 384 115.8 526 67.6 448 13.2

2024年３月期第３四半期 9,965 △2.2 178 △25.7 313 △32.1 396 △30.0

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 280百万円（△81.8％） 2024年３月期第３四半期 1,536百万円（123.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 174.85 －

2024年３月期第３四半期 146.92 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 39,037 18,103 46.4 7,018.48

2024年３月期 38,589 17,852 46.3 6,998.69

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 18,103百万円 2024年３月期 17,852百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － － － 30.00 30.00

2025年３月期 － － －

2025年３月期（予想） 30.00 30.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,500 3.0 350 128.9 400 45.7 380 6.2 141.46

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 2,700,000株 2024年３月期 2,700,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 120,553株 2024年３月期 149,140株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 2,564,829株 2024年３月期３Ｑ 2,697,560株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、株式給付信託（従業員持株会処分型）を導入しており、期末自己株式数には、株式会社日本カスト

ディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式が含まれております。また、株式会社日本カストディ銀行（信託

Ｅ口）が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　2024年４月１日から12月31日までの９ヶ月間（以下、当第３四半期）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の

改善傾向を受け、個人消費も徐々に回復するなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、物価高の影響、

為替や金利の動向、さらに米国の新政権による今後の政策が世界経済に及ぼす影響も懸念され、景気の先行きは不

透明な状況が続いていると認識しております。

　このような状況の下、当第３四半期の当社企業グループの売上高は102億５千６百万円（前年同四半期比2.9％の

増収）、営業利益は３億８千４百万円（前年同四半期比115.8％の増益）、経常利益は５億２千６百万円（前年同

四半期比67.6％の増益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、４億４千８百万円（前年同四半期比13.2％の増

益）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析しております。

（運輸部門）

　当社企業グループの事業拠点である新潟港の貨物取扱量は前年同四半期比で増加しましたが、同部門の貨物取扱

数量は一般貨物が増加し、コンテナ貨物が減少した結果、合計では前年同四半期比3.5％減少の397万トンとなりま

した。一般貨物は、再生可能エネルギー関連貨物の取扱いが開始され、主要な既存貨物の素材原料も合わせて堅調

に推移しました。この結果、運輸部門全体の売上高は前年同期比で微増となりました。また、利益面では、物価上

昇に伴う下払費や人件費の増加などの影響を受けましたが、料金の見直しや作業効率向上の効果もあり、前年同四

半期比で増益となりました。この結果、同部門の売上高は74億９千５百万円（前年同四半期比1.7％の増収）、セ

グメント利益は９千３百万円（前年同四半期は３千７百万円のセグメント損失）となりました。

（不動産部門）

　商品土地の販売や不動産賃貸の大口契約の増加などにより、売上高は２億１千４百万円（前年同四半期比24.1％

の増収）、セグメント利益は９千７百万円（前年同四半期比21.7％の増益）となりました。

（ホテル事業部門）

　宿泊部門は好調を維持し、宴会、レストラン各部門もサービスの品質向上に努め、集客状況は引き続き堅調に推

移しました。この結果、同部門の売上高は18億２千万円（前年同四半期比9.4％の増収）、セグメント利益は１億

３千１百万円（前年同四半期比105.2％の増益）となりました。

（関連事業部門）

　木材リサイクルは堅調に推移しましたが、建設機械整備における大型案件の減少等が影響し、同部門の売上高は

７億６千８百万円（前年同四半期比3.9％の減収）、セグメント利益は６千４百万円（前年同四半期比9.0％の減

益）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末と比べて４億４千８百万円増加し、390億３千７

百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金や営業未収入金及び契約資産の増加などにより、流動資産が

５億３千１百万円増加したことなどによるものであります。

　負債の部は、前連結会計年度末と比べて１億９千７百万円増加し、209億３千４百万円となりました。この主な

要因は、支払手形及び営業未払金、電子記録債務、短期借入金の増加などにより流動負債が６億３千１百万円増加

した一方、社債や長期借入金の減少などにより固定負債が４億３千４百万円減少したことによるものであります。

　純資産の部は、前連結会計年度末に比べて２億５千１百万円増加し、181億３百万円となりました。この主な要

因は、利益剰余金の増加３億８千３百万円、その他有価証券評価差額金の減少１億４千万円などによるものであり

ます。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年５月10日に公表いたしました2025年３月期の通期連結業績予想につきましては、今後の事業環境の推移を

踏まえ慎重に検討した結果、概ね想定の範囲内で推移していると判断し、現時点における予想値の修正はございま

せん。今後の業況を注視し、見直しが必要と判断される場合は、速やかに開示いたします。

　なお、当社企業グループは昨年度策定した「中期経営計画（2024～2026年度）」に基づき、引き続き同計画で掲

げる「運輸部門の収益基盤の安定と向上」、「自社資産・人材の強みを活かし収益性・効率性を向上」、「事業継

続可能な人的資本戦略の実施」の達成に向けた取組みを進め、「稼ぐ力」の基盤強化に取り組んで参ります。

（注）当該予測は現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は予想と異なる可能性

があります。

- 3 -

株式会社リンコーコーポレーション（9355）　2024年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 367,032 586,636

受取手形、営業未収入金及び契約資産 2,507,713 2,785,826

電子記録債権 305,993 390,647

棚卸資産 166,442 174,934

その他 216,237 154,479

貸倒引当金 △6,908 △4,247

流動資産合計 3,556,511 4,088,277

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 21,014,962 21,083,249

減価償却累計額 △15,000,829 △15,283,161

建物及び構築物（純額） 6,014,132 5,800,087

機械装置及び運搬具 1,931,200 1,890,812

減価償却累計額 △1,711,250 △1,656,092

機械装置及び運搬具（純額） 219,949 234,719

土地 21,956,076 21,942,245

リース資産 543,633 593,743

減価償却累計額 △225,436 △231,975

リース資産（純額） 318,197 361,768

建設仮勘定 6,400 150,821

その他 1,057,978 1,060,986

減価償却累計額 △938,640 △946,026

その他（純額） 119,337 114,959

有形固定資産合計 28,634,093 28,604,602

無形固定資産

リース資産 54,140 38,432

その他 26,355 20,347

無形固定資産合計 80,495 58,780

投資その他の資産

投資有価証券 5,906,262 5,860,816

繰延税金資産 114,527 119,308

その他 328,295 338,751

貸倒引当金 △40,783 △40,783

投資その他の資産合計 6,308,300 6,278,091

固定資産合計 35,022,890 34,941,474

繰延資産

社債発行費 10,063 8,098

繰延資産合計 10,063 8,098

資産合計 38,589,464 39,037,850

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,301,485 1,564,293

電子記録債務 209,626 382,010

短期借入金 1,450,000 1,600,000

１年内償還予定の社債 280,000 280,000

１年内返済予定の長期借入金 2,516,231 2,536,456

リース債務 122,324 129,134

未払法人税等 35,042 52,357

賞与引当金 273,884 164,691

その他 721,067 832,151

流動負債合計 6,909,660 7,541,095

固定負債

社債 890,000 660,000

長期借入金 4,414,755 4,122,445

リース債務 277,295 302,590

繰延税金負債 2,379,717 2,370,798

再評価に係る繰延税金負債 4,631,899 4,624,939

退職給付に係る負債 763,725 854,531

資産除去債務 315,017 316,912

その他 154,704 140,744

固定負債合計 13,827,115 13,392,961

負債合計 20,736,775 20,934,057

純資産の部

株主資本

資本金 1,950,000 1,950,000

資本剰余金 809,241 809,241

利益剰余金 2,799,024 3,182,453

自己株式 △272,635 △220,890

株主資本合計 5,285,629 5,720,804

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,892,144 2,751,358

土地再評価差額金 9,298,492 9,282,602

退職給付に係る調整累計額 376,422 349,027

その他の包括利益累計額合計 12,567,059 12,382,988

純資産合計 17,852,688 18,103,792

負債純資産合計 38,589,464 39,037,850
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 9,965,118 10,256,961

売上原価 8,814,475 8,900,889

売上総利益 1,150,642 1,356,071

販売費及び一般管理費 972,346 971,253

営業利益 178,296 384,818

営業外収益

受取利息 59 205

受取配当金 180,706 188,756

雑収入 17,673 20,671

営業外収益合計 198,439 209,633

営業外費用

支払利息 52,538 59,192

雑支出 10,304 9,120

営業外費用合計 62,842 68,312

経常利益 313,893 526,138

特別利益

固定資産売却益 145,364 19,654

投資有価証券売却益 4,606 78,030

特別利益合計 149,971 97,684

特別損失

固定資産処分損 5,911 32,210

特別損失合計 5,911 32,210

税金等調整前四半期純利益 457,952 591,612

法人税、住民税及び事業税 78,458 90,739

法人税等調整額 △16,832 52,407

法人税等合計 61,626 143,146

四半期純利益 396,326 448,466

親会社株主に帰属する四半期純利益 396,326 448,466

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 396,326 448,466

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,142,271 △140,786

退職給付に係る調整額 △1,640 △27,395

その他の包括利益合計 1,140,630 △168,181

四半期包括利益 1,536,957 280,284

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,536,957 280,284

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おります。当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表となっております。当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表及び前

連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結財
務諸表計上額

（注）２運輸部門 不動産部門
ホテル事業

部門
関連事業部門

売上高

　運輸事業 6,790,937 － － － 6,790,937 － 6,790,937

　不動産業 － 297 － － 297 － 297

　機械整備販売業 － － － 461,896 461,896 － 461,896

　ホテル業 － － 1,657,629 － 1,657,629 － 1,657,629

　その他附帯事業 503,888 － － 273,070 776,959 － 776,959

　その他 40,550 － － 36,172 76,722 － 76,722

顧客との契約か

ら生じる収益
7,335,376 297 1,657,629 771,139 9,764,443 － 9,764,443

その他の収益 33,479 167,195 － － 200,675 － 200,675

外部顧客への売

上高
7,368,856 167,492 1,657,629 771,139 9,965,118 － 9,965,118

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

911 5,350 6,711 28,369 41,342 △41,342 －

計 7,369,767 172,843 1,664,341 799,509 10,006,461 △41,342 9,965,118

セグメント利益又

は損失（△）
△37,848 80,122 64,257 71,134 177,665 630 178,296

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額630千円は、その他の調整額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結財
務諸表計上額

（注）２運輸部門 不動産部門
ホテル事業

部門
関連事業部門

売上高

　運輸事業 6,899,332 － － － 6,899,332 － 6,899,332

　不動産業 － 14,017 － － 14,017 － 14,017

　機械整備販売業 － － － 456,089 456,089 － 456,089

　ホテル業 － － 1,820,509 － 1,820,509 － 1,820,509

　その他附帯事業 527,056 － － 278,113 805,170 － 805,170

　その他 34,047 － － 34,499 68,547 － 68,547

顧客との契約か

ら生じる収益
7,460,436 14,017 1,820,509 768,702 10,063,666 － 10,063,666

その他の収益 33,479 195,150 － － 228,630 － 228,630

外部顧客への売

上高
7,493,916 209,168 1,812,823 741,053 10,256,961 － 10,256,961

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,120 5,350 7,686 27,649 41,807 △41,807 －

計 7,495,037 214,518 1,820,509 768,702 10,298,768 △41,807 10,256,961

セグメント利益又

は損失（△）
93,753 97,477 131,881 64,731 387,844 △3,026 384,818

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△3,026千円は、その他の調整額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　2024年４月１日付の一部の組織変更に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来「関連事業部門」に含めていた

物品販売業の一部を「運輸部門」に含める変更をしております。

　当該変更は、マネジメント・アプローチの視点から当社企業グループの実態をより適切に把握するために行う変

更であります。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基

づき作成したものを開示しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 523,955千円 541,006千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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